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今回、我々は生徒総会をリモート形式で行いました。通常は全校生徒を体育
館に集めて行いますが、新型コロナ感染対策で三密を避けるため、生徒会が１
つの教室から音声と映像を各教室に配信し各クラスで意見をだす方法で実施し
ました。
生徒会執行部は、休校中も準備を進め、通常登校が始まってからも毎日放課

後に運営方法を試行錯誤し準備を進めてきました。その結果例年より多くの意
見が集まる良い生徒総会になったと思います。
今後は、集まったすべての意見に向き合い、より良い学校作りに取り組んで

いきたいです。
生徒会会長 ３Ｄ 松浦 航大（上新田中出身）

制作のコンセプトは、宮崎の神話に登場する「手力男
命」と宮崎の観光地をモチーフに制作しました。宮崎の観
光地は、コロナ自粛期間で外出出来なかった皆様に宮崎の
美しさを改めて実感してもらいたいと思い取り入れました。
今後は、新型コロナウイルスの影響を受けた方々の活力に
少しでもなってもらえればなと思っています。また、
「手力男命」はスポーツ上達の御利益もあるので高校総体
中止で悔しい思いをした運動部のよりどころになればと思
います。

産業デザイン科２年 合田 夢（宮崎西中出身）

東勢工業高校と銀麗祭ぶりの交流でした。
「コロナ休校の時に何をしてた？」という
テーマをわかりやすく伝えるためにパネル
を使って英語で説明しました。日本語が上
手な生徒がいたり、描いた絵に反応してく
れたりとお互い明るくお話が出来ました。
今後も佐土原高校の環境を活かし、交流

を続けていきたいです。
国際交流部 部長

３Ｆ 福島 和弥（本郷中出身）

つくりました！

宮崎を元気にするポスター

副知事・教育長に表敬訪問しました。
また、多くのＴＶや新聞で取り上げていただきました。

トランシーバーとパネルを使ってクラスの意見を伝えました。

生徒会・議長団 各クラス

パネルをあげているクラスを指名し、トランシーバーで意見を聞きました。
意見は放送を使って全校に発表し、活発な議論が進みました。

６月２５日（木）に生徒総会が行われました。例年体育館で全校生徒集まって行われますが、
今年は、新型コロナ感染対策として、各クラスのプロジェクターにスライドやライブ映像など
を配信して行いました。

６月１２日（金）に台湾にある台中市立東勢工業高級
中等学校とＴＶ会議が行われ、本校生徒会と国際交流部
が交流しました。
今回のTV会議は、「新型コロナ感染症拡大防止対策

にともなう臨時休業中の過ごし方」というテーマでお互
い発表しました。 佐土原高校と東勢工業高級中等学校
は、昨年も三回ほどTV会議で交流し、台湾修学旅行で
も３０名の生徒が現地で交流を行いました。今後もＴＶ
会議を用いて交流を行っていく予定です。

WEBカメラで撮影している映像を配信したり、内容をまとめたスライド
を放送に合わせ各クラスへ配信し、スムーズに会が進行しました。 クラスでは、グループを作り話し合いをしました。

↑東勢工業高校の様子↓ ↑佐土原高校（左）と東勢工業高校（右）

↑休校になり様々なものが中止になったことや休校中の過ごし方、トイレットペーパーが品薄になった話などをしました。

その他新聞やニュース等で、
佐高生の活躍を多く取り上げて
いただきました！
TV出演などについては、
放送前にホームページで告知を
するので、ぜひチェックしてく
ださい！

・台湾の姉妹校とのＴＶ会議交流
・「わたしの本」

MRT「みらい・みやざき・まなび隊」
にて放送

・テニス部
UMKのスポーツコーナーにて放送

・バスケットボール部
UMK「のびよ！みやざきっ子」

にて放送


